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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）（Ａ１）分子鎖末端がアルケニル基含有オルガノシリル基で封鎖され、分子鎖側鎖
にアルケニル基を有しない、重合度が２，５００～１００，０００の範囲のアルケニル基
含有ジオルガノポリシロキサン：５０～９９質量％
（Ａ２）分子鎖側鎖にアルケニル基を２個以上有し、重合度が２，５００～１００，００
０の範囲のアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン：１～５０質量％
からなるアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン １００質量部、
（Ｂ）比表面積が５０ｍ２／ｇ～４００ｍ２／ｇのシリカ微粉末 １０～１００質量部、
（Ｃ）１分子中に少なくとも２個のケイ素原子結合水素原子を有するオルガノハイドロジ
ェンポリシロキサン ０．１～１０質量部、および、
（Ｄ）有機過酸化物 ０．１～５質量部
からなることを特徴とする、シリコーンゴム層とフッ素ゴム層からなるゴム積層体用加熱
硬化性シリコーンゴム組成物。
【請求項２】
（Ａ２）成分が０．４～１．８質量％の範囲のアルケニル基を有することを特徴とする請
求項１に記載の加熱硬化性シリコーンゴム組成物。
【請求項３】
（Ａ）（Ａ１）分子鎖末端がアルケニル基含有オルガノシリル基で封鎖され、分子鎖側鎖
にアルケニル基を有しない、重合度が２，５００～１００，０００の範囲のアルケニル基
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含有ジオルガノポリシロキサン：５０～９９質量％
（Ａ２）分子鎖側鎖にアルケニル基を２個以上有し、重合度が２，５００～１００，００
０の範囲のアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン：１～５０質量％
からなるアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン １００質量部、
（Ｂ）比表面積が５０ｍ２／ｇ～４００ｍ２／ｇのシリカ微粉末 １０～１００質量部、
（Ｃ）１分子中に少なくとも２個のケイ素原子結合水素原子を有するオルガノハイドロジ
ェンポリシロキサン ０．１～１０質量部、および、
（Ｄ）有機過酸化物 ０．１～５質量部
からなる加熱硬化性シリコーンゴム組成物と、加熱硬化性フッ素ゴム組成物とを接触させ
て同時に架橋硬化させて得られるゴム積層体。
【請求項４】
（Ａ）（Ａ１）分子鎖末端がアルケニル基含有オルガノシリル基で封鎖され、分子鎖側鎖
にアルケニル基を有しない、重合度が２，５００～１００，０００の範囲のアルケニル基
含有ジオルガノポリシロキサン：５０～９９質量％
（Ａ２）分子鎖側鎖にアルケニル基を２個以上有し、重合度が２，５００～１００，００
０の範囲のアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン：１～５０質量％
からなるアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン １００質量部、
（Ｂ）比表面積が５０ｍ２／ｇ～４００ｍ２／ｇのシリカ微粉末 １０～１００質量部、
（Ｃ）１分子中に少なくとも２個のケイ素原子結合水素原子を有するオルガノハイドロジ
ェンポリシロキサン ０．１～１０質量部、および、
（Ｄ）有機過酸化物 ０．１～５質量部
からなる加熱硬化性シリコーンゴム組成物と加熱硬化性フッ素ゴム組成物とを接触させ、
同時に架橋硬化させることを特徴とするゴム積層体の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、シリコーンゴム層とフッ素ゴム層からなるゴム積層体用加熱硬化性シリコーン
ゴム組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、自動車において性能向上や燃費向上を目的としてエンジンルーム内の温度が高温
化しており、従来用いられてきたアクリロニトリル－ブタジエン共重合体、水添されたア
クリロニトリル－ブタジエン共重合体などのアクリロニトリルゴム；アクリルゴム、アク
リル酸エステル－エチレン－共重合体、アクリル酸エステル－エチレン－酢酸ビニル共重
合体などのアクリルゴム；ＥＰＭやＥＰＤＭなどのエチレンプロピレンゴムでは耐熱性が
不十分になってきている。一方、シリコーンゴムは、耐候性、耐熱性や低温特性に優れる
ため、自動車用使用量が増加している。しかし、シリコーンゴムは一般に耐燃料油性に劣
り、気体透過性が大きいことから、その用途が限られ、特に燃料油や燃料油蒸気に触れる
箇所での使用は困難であった。
【０００３】
　上記問題を解決するため、シリコーンゴムと各種の異種ゴムからなるゴム積層体が提案
されており、特に、燃料系や吸排気系では、耐燃料油性や耐化学薬品性に優れたフッ素ゴ
ムとのゴム積層体が提案されている。しかし、フッ素ゴムの特徴である低表面エネルギー
と低反応性のため、フッ素ゴム層とシリコーンゴム層を強固に接着することは難しく、さ
まざまな検討が重ねられて来た。
【０００４】
　例えば、未架橋のフッ素ゴムと未架橋のシリコーンゴムとを接触させ同時に架橋硬化さ
せる方法が提案されている（特開２０００－１９３１５２号公報参照）。特開２００３－
１９７７２号公報では、シリカ系充填剤配合のビニリデンフルオライド単位含有フッ素ゴ
ム層と、シリカ系充填剤およびアミノ基含有シランカップリング剤を配合したシリコーン
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ゴム層を同時に加硫して得られるゴム積層体が提案されている。また、特開２００３－２
１４５６５号公報には、フッ素ゴム層とシリコンゴム層の間に接着成分を含むシリコンゴ
ムからなる中間ゴム層を配したゴムホースが提案されている。しかし、これらのゴム積層
体は、接着成分に起因してシリコーンゴムの耐熱性や取扱い作業性が損なわれるという問
題があり、さらに、高温環境下に放置後にフッ素ゴム層とシリコーンゴム層の接着性が低
下するという問題があった。
【特許文献１】特開２０００－１９３１５２号公報
【特許文献２】特開２００３－０１９７７２号公報
【特許文献３】特開２００３－２１４５６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明の目的は、フッ素ゴム層とシリコーンゴム層とからなるゴム積層体において、高温
環境下に放置後もフッ素ゴム層との良好な層間接着性を維持するシリコーンゴム層を形成
し得る加熱硬化性シリコーンゴム組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明のゴム積層体用加熱硬化性シリコーンゴム組成物は、（Ａ）（Ａ１）分子鎖末端が
アルケニル基含有オルガノシリル基で封鎖され、分子鎖側鎖にアルケニル基を有しない、
重合度が２，５００～１００，０００の範囲のアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサ
ン：５０～９９質量％
（Ａ２）分子鎖側鎖にアルケニル基を２個以上有し、重合度が２，５００～１００，００
０の範囲のアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン：１～５０質量％
からなるアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン １００質量部、
（Ｂ）比表面積が５０ｍ２／ｇ～４００ｍ２／ｇのシリカ微粉末 １０～１００質量部、
（Ｃ）１分子中に少なくとも２個のケイ素原子結合水素原子を有するオルガノハイドロジ
ェンポリシロキサン ０．１～１０質量部、および、
（Ｄ）有機過酸化物 ０．１～５質量部
からなることを特徴とし、シリコーンゴム層とフッ素ゴム層からなるゴム積層体における
シリコーンゴム層を形成する。前記（Ａ２）成分は、０．４～１．８質量％の範囲でアル
ケニル基を含有することが好ましい。
【０００７】
　また、本発明のゴム積層体は、（Ａ）（Ａ１）分子鎖末端がアルケニル基含有オルガノ
シリル基で封鎖され、分子鎖側鎖にアルケニル基を有しない、重合度が２，５００～１０
０，０００の範囲のアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン：５０～９９質量％
（Ａ２）分子鎖側鎖にアルケニル基を２個以上有し、重合度が２，５００～１００，００
０の範囲のアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン：１～５０質量％
からなるアルケニル基含有ジオルガノポリシロキサン　　　　　　　　　１００質量部、
（Ｂ）比表面積が５０ｍ２／ｇ～４００ｍ２／ｇのシリカ微粉末　１０～１００質量部、
（Ｃ）１分子中に少なくとも２個のケイ素原子結合水素原子を有するオルガノハイドロジ
ェンポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１～１０質量部、および、
（Ｄ）有機過酸化物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１～５質量部
からなる加熱硬化性シリコーンゴム組成物と、加熱硬化性フッ素ゴム組成物と
を接触させて同時に架橋硬化させて得られることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物は、未架橋のフッ素ゴムと接触して同時に架橋硬
化させることでフッ素ゴム層とシリコーンゴム層が強固に接着したゴム積層体を形成する
ことができる。難接着性のフッ素ゴム層と良好な層間接着性を有するゴム積層体を形成す
ることができるという特徴を有する。前記ゴム積層体は、２００℃を超える苛酷な高温環
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境化に放置してもフッ素ゴム層とシリコーンゴム層との接着力が強固に維持されるという
優れた特徴を有する。本発明のゴム積層体の製造方法は、前記ゴム積層体を効率よく生産
できるという特徴を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
（Ａ）アルケニル基含有ジオルガノポリシロキサンは、本発明加熱硬化性シリコーンゴム
組成物の主剤であり、下記の（Ａ１）成分と（Ａ２）成分からなる。下記する（Ａ１）成
分と（Ａ２）成分の配合割合は、（Ａ）成分：（Ａ２）成分が重量比で５０：５０～９９
：１、好ましくは６０：４０～９８：２である。（Ａ１）成分が少なすぎる又は（Ａ２）
成分が多すぎると本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物とフッ素ゴム組成物とを接触さ
せて同時に架橋硬化して得られるゴム積層体の層間接着性が不十分であり、（Ａ１）成分
が多すぎる又は（Ａ２）成分が少なすぎる場合は上記ゴム積層体の高温環境下放置後の層
間接着性が不十分になるからである。
【００１０】
　（Ａ）成分の分子構造は、直鎖状であることが好ましいが、本発明加熱硬化性シリコー
ンゴム組成物を架橋硬化して得られる架橋体のゴム弾性を損なわない範囲において分岐構
造を含んでもよい。
【００１１】
（Ａ１）成分は分子鎖末端がアルケニル基含有オルガノシリル基で封鎖され、分子鎖側鎖
にアルケニル基を有さないジオルガノポリシロキサンであり、後記する（Ａ２）成分と（
Ｃ）成分と共同して、本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物とフッ素ゴム組成物とを接
触させて同時に架橋硬化して得られるゴム積層体に高温環境下放置後の層間接着性を付与
するための重要な成分である。（Ａ１）成分としては、分子鎖両末端アルケニルジオルガ
ノシリル基封鎖ジオルガノシロキサンが好ましい。（Ａ１）成分は重合度２，５００～１
００，０００の範囲の生ゴム状であり、好ましい重合度は３，０００～２０，０００の範
囲である。（Ａ１）成分は、分子構造や重合度などの異なる２種以上の組み合わせでも良
い。ここでいう重合度とは、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）による
ポリスチレン換算の数平均分子量から求められる値である。
【００１２】
　（Ａ１）成分中のアルケニル基としては、ビニル基、アリル基、ブチニル基、ヘキセニ
ル基が例示され、中でもビニル基であることが経済性の点から好ましい。アルケニル基以
外のケイ素原子に結合する基としては、炭素原子数１～２０、好ましくは炭素原子数１～
８の非置換又は置換の一価炭化水素基が例示され、具体的には、メチル基、エチル基、プ
ロピル基、ブチル基などのアルキル基；シクロヘキシル基などのシクロアルキル基；フェ
ニル基、トリル基などのアリール基；ベンジル基、β－フェニルプロピル基などのアラル
キル基；クロロメチル基、トリフルオロプロピル基、シアノエチル基などの上記の基の炭
素原子結合水素原子の一部、又は全部をハロゲン原子、シアノ基などで置換した基が例示
される。これらの中でも、アルキル基、特にメチル基が好ましく、ケイ素原子に結合する
基の５０モル％、好ましくは８０モル％、特に好ましくは９５モル％以上がメチル基であ
ることが好ましい。
【００１３】
（Ａ２）成分は、分子鎖側鎖にアルケニル基を２個以上有するジオルガノポリシロキサン
であり、（Ａ１）成分と組み合わせることにより、本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成
物とフッ素ゴム組成物とを接触させて同時に架橋硬化して得られるゴム積層体に、優れた
層間接着性を付与するための重要な成分である。（Ａ２）成分は、重合度２，５００～１
００，０００の範囲の生ゴム状であり、好ましい重合度は３，０００～２０，０００の範
囲である。ここでいう重合度とは、上記同様にゲルパーミエーションクロマトグラフィー
（ＧＰＣ）によるポリスチレン換算の数平均分子量から求められる値である。
【００１４】
（Ａ２）成分中のアルケニル基としては、上記と同様の基が例示され、ビニル基であるこ
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とが好ましい。本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物を架橋硬化して得られる架橋体の
機械的強度とフッ素ゴム層との層間接着性のバランスという点から、アルケニル基は（Ａ
２）成分中０．４～１．８質量％含まれることが好ましい。なお、アルケニル基は分子鎖
側鎖以外に分子鎖末端に存在してもよい。また、アルケニル基以外のケイ素原子に結合す
る基としては、上記と同様の基が例示され、中でも、アルキル基、特にメチル基が好まし
く、ケイ素原子に結合する基の５０モル％、好ましくは８０モル％、特に好ましくは９５
モル％以上がメチル基であることが好ましい。（Ａ２）成分は、分子構造、重合度、アル
ケニル基含有量などの異なる２種以上の組み合わせでも良い。
【００１５】
　本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物に使用される（Ｂ）成分のシリカ微粉末は、本
発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物を架橋硬化して得られる架橋体に優れた機械的強度
を付与するための成分である。このようなシリカ微粉末としては、ヒュームドシリカ等の
乾式法シリカ、沈澱シリカ等の湿式法シリカが挙げられ、さらにそれらの表面が、オルガ
ノシラン、ヘキサオルガノジシラザン、ジオルガノポリシロキサン、ジオルガノシクロポ
リシロキサン等の有機ケイ素化合物で疎水化処理された微粉末状シリカも使用できる。本
成分は、その粒子径が５０μｍ以下であることが好ましく、またその比表面積が５０ｍ２

／ｇ～４００ｍ２／ｇ、好ましくは１００～４００ｍ２／ｇである。本成分の配合量は、
（Ａ）成分１００質量部に対して１０～１００質量部の範囲である。これは、１０質量部
未満であると本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物の硬化後の機械的強度が不足し、１
００質量部を越えると、（Ａ）成分への配合が困難になるためである。
【００１６】
（Ｃ）オルガノハイドロジェンポリシロキサンは、１分子中に少なくとも２個のケイ素原
子結合水素原子を有し、本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物とフッ素ゴム組成物とを
接触させて同時に架橋硬化して得られるゴム積層体の高温環境下放置後の層間接着性を向
上させるために必要な成分である。水素原子以外のケイ素原子に結合する基としては、前
述した（Ａ１）成分のアルケニル基以外のケイ素原子に結合した基と同様のものが例示さ
れる。中でもアルキル基、特にはメチル基であることが好ましい。（Ｃ）オルガノハイド
ロジェンポリシロキサンの分子構造は、直鎖構造、分岐鎖構造、網目状構造、環状構造あ
るいは３次元構造のいずれでもよく、１種類の重合体のみでも２種類以上の重合体の混合
物でもよい。（Ｃ）オルガノハイドロジェンポリシロキサンの２５℃における粘度は、特
に限定されないが、通常０．５～５０，０００ｍＰａ・ｓの範囲であり、好ましくは１～
１０，０００ｍＰａ・ｓの範囲のものが使用される。本成分の配合量は（Ａ）成分１００
質量部に対して０．１～１０質量部の範囲である。これは、（Ｃ）オルガノハイドロジェ
ンポリシロキサンの配合量が上記範囲下限未満であると本発明加熱硬化性シリコーンゴム
組成物とフッ素ゴム組成物とを接触させて同時に架橋硬化して得られるゴム積層体の層間
接着性が十分でなく、上記範囲上限を超えると本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物の
加工性や本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物を架橋硬化してなる架橋体の物理特性を
損なうからである。
【００１７】
　（Ｄ）有機過酸化物は本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物を架橋硬化させるための
成分で、公知の化合物を用いることができる。具体的には、ベンゾイルパーオキサイド、
ターシャリーブチルパーベンゾエート、オルトメチルベンゾイルパーオキサイド、パラメ
チルベンゾイルパーオキサイド、ジターシャリーブチルパーオキサイド、ジクミルパーオ
キサイド、１，１－ビス（ターシャリーブチルパーオキシ）３，３，５－トリメチルシク
ロヘキサン、２，５－ジメチル－２，５－ジ（ターシャリーブチルパーオキシ）へキサン
、２，５－ジメチル－２，５－ジ（ターシャリーブチルパーオキシ）へキシンが例示され
る。これらは１種類を単独で用いてもよく、２種類以上を組み合わせて用いてもよい。（
Ｄ）有機過酸化物の配合量は、（Ａ）成分１００質量部に対して０．１～５質量部である
。
【００１８】
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　本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物には、その他にシリコーンゴムに通常使用され
る各種の配合剤を本発明の目的を損なわない程度で配合してもよい。例えば、けいそう土
、石英粉末、炭酸カルシウムなどの増量充填剤；酸化チタン、カーボンブラック、弁柄な
どの顔料；希土類酸化物、セリウムシラノレート、セリウム脂肪酸塩などの耐熱剤；ステ
アリン酸、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸カルシウムなどの脂肪酸及びそれらの金属塩
などの金型離型剤が例示される。
【００２０】
　本発明のゴム積層体に使用されるフッ素ゴムは特に限定されず、例えば含フッ素モノマ
ーとしては、ビニリデンフルオライド（ＶｄＦ）、ヘキサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）
、ペンタフルオロプロピレン、トリフルオロエチレン、トリフルオロクロロエチレン（Ｃ
ＴＦＥ）、テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）、ビニルフルオライド、パーフルオロ（メ
チルビニルエーテル）、パーフルオロ（プロビルビニリデン）などの他、これらに共重合
可能なモノマーとして、アクリル酸エステルなどのビニル化合物、プロピレンなどのオレ
フィン化合物あるいはジエン化合物、塩素、臭素、ヨウ素を含有する含ハロゲン化ビニル
化合物などを共重合したゴムを用いることができる。その具体例としては、ＶｄＦ－ＨＦ
Ｐ共重合体、ＶｄＦ－ＴＦＥ共重合体、ＶｄＦ－ＣＴＦＥ共重合体、ＴＦＥ－プロピレン
－ＶｄＦ三元共重合体、ＴＦＥ－ＨＦＰ－ＶｄＦ三元共重合体、　ＨＦＰ－エチレン－Ｖ
ｄＦ共重合体、フルオロ（アルキルビニルエーテル）－オレフィン共重合体（たとえばＶ
ｄＦ－ＴＦＥ－パーフルオロ（アルキルビニルエーテル）共重合体）、ＴＨＦ－プロピレ
ン共重合体が例示される。中でも、ＴＦＥ－プロピレン－ＶｄＦ三元共重合体、ＴＦＥ－
ＨＦＰ－ＶｄＦ三元共重合体、ＶｄＦ－ＨＦＰ共重合体が好ましい。
【００２１】
　フッ素ゴムの架橋硬化方法は特に限定されず、公知の架橋硬化方法を用いることができ
る。例えば、有機過酸化物と必要に応じて２官能性のビニルモノマーなどの架橋助剤を配
合するパーオキサイド硬化；２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン等のポリ
オール化合物と必要に応じて４級アンモニウム塩などの架橋助剤を配合するポリオール硬
化；ヘキサメチレンジアミンカーバメート等を配合するポリアミン硬化；ジメルカプトジ
メチルエーテル等の含硫黄化合物と必要に応じて４級アンモニウム塩などの架橋助剤を配
合するポリチオール硬化が例示される。中でも、耐熱性に優れる点から、パーオキサイド
硬化方法およびポリオール硬化方法が好ましい。
【００２２】
　その他にフッ素ゴムにはシリカ系充填剤や、可塑剤としてフタル酸誘導体、アジピン酸
誘導体、セパシン酸誘導体、軟化剤として、潤滑油、プロセスオイル、ひまし油、老化防
止剤として、フェニレンジアミン類、フォスフェート類、キノリン類、クレゾール類、フ
ェノール類、ジチオカルバメート金属塩類などを配合してもよい。
【００２３】
本発明のゴム積層体は、前記の本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物と、未架橋のフッ
素ゴムに硬化剤を配合した加熱硬化性フッ素ゴム組成物とを接触させて加熱し、同時に架
橋硬化することで製造できる。硬化条件は特に限定されないが、２～１００ｋｇ／ｃｍ２

の圧力下で１００～２００℃に加熱することが好ましい。成形方法としては、圧縮成形方
法；射出成形方法；押出機で本発明加熱硬化性シリコーンゴム組成物と加熱硬化性フッ素
ゴム組成物とを連続的に押し出し、スチーム加熱する押出し成形方法が例示される。また
、成形後に得られたゴム積層体を再度加熱処理する二次加硫を行ってもよい。
【００２４】
ゴム積層体の形態は特に限定されず、２層ゴム積層体の他、３層以上の多層ゴム積層体や
補強繊維層を備えた多層ゴム積層体が例示される。具体的には、例えば、内層がフッ素ゴ
ム層で外層がシリコーンゴム層であるゴム積層体；内層がフッ素ゴム層、中間層がシリコ
ーンゴム層、外層がフッ素ゴム層であるゴム積層体；内層がフッ素ゴム層、中間層がシリ
コーンゴム層、外層が補強繊維層であるゴム積層体が例示される。
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【００２５】
　次に、本発明を実施例および比較例により説明するが、本発明はこれに限定されるもの
ではない。
【００２６】
［加熱硬化性シリコーンゴム組成物の調製］
　表１に記載の配合比でオルガノポリシロキサン、両末端シラノール基封鎖ジメチルポリ
シロキサン、シリカをニーダーミキサーに投入し、３０℃で３０分間混練し、その後１７
０℃で６０分間加熱混練して、シリコーンゴム組成物を調製した。得られたシリコーンゴ
ム組成物に表１に記載の配合比でオルガノハイドロジェンポリシロキサンとジクミルパー
オキサイドを配合して加熱硬化性シリコーンゴム組成物を調製した。
【００２７】
［加熱硬化性フッ素ゴム組成物１、２、３の調製］
　ダイキン工業（株）製ダイエルＧ－９０２　１００質量部に、日本油脂（株）製パーヘ
キサ２５Ｂ（２，５－ジメチル－２，５－ジ（ｔ－ブチルパーオキシ）ヘキサン）を２．
０質量部配合して加熱硬化性フッ素ゴム組成物１を調製した。また、３Ｍ（株）製ダイニ
オンＦＬＳ－２６５０　１００質量部に、日本油脂（株）製パーヘキサ２５Ｂ（２，５－
ジメチル－２，５－ジ（ｔ－ブチルパーオキシ）ヘキサン）を２．０質量部配合して加熱
硬化性フッ素ゴム組成物２を調製した。ポリオール硬化型のダイキン工業（株）製ダイエ
ルＧ－５５８（ポリオール配合済み）１００質量部に、酸化マグネシウム３質量部、水酸
化カルシウム６質量部を配合して加熱硬化性フッ素ゴム組成物３を調製した。
【００２８】
［ゴム積層体の調製］
　加熱硬化性フッ素ゴム組成物は６０℃に加熱したロール上で混練し、厚さ０．５ｍｍの
未架橋シートを得た。加熱硬化性シリコーンゴム組成物は３０℃のロール上で混練し、厚
さ３ｍｍの未架橋シートを得た。次いで、直径１５０ｍｍのアルミニウム製の円柱に未架
橋のフッ素ゴムシートを巻き付け、その上から未架橋のシリコーンゴムシートを巻きつけ
、さらにその上に布を巻いて円柱に固定し、スチームオートクレーブ中で１５０℃で２０
分加熱した。成形物を取り出した後、円柱を取り外し、さらに２００℃のオーブンで１２
時間加熱してゴム積層体を得た。
【００２９】
［接着性の評価］
　上記のようにして調製したゴム積層体を１日室温で放置した後、幅２５ｍｍのリボン状
に切断し、シリコーンゴム層とフッ素ゴム層の初期接着性をＴ型剥離によって評価した。
また、上記のようにして調製したゴム積層体をさらに２２０℃のオーブン中に７２時間放
置した後、同様にして熱老化後の接着性をＴ型剥離によって評価した。シリコーンゴム層
とフッ素ゴム層が強固に密着し、剥離の際、強い剥離抵抗が認められたもの、及び凝集破
壊が認められたものを優、抵抗なく界面剥離したものを劣、Ｔ型剥離試験中シリコーンゴ
ム層が切断するなどして層間接着性が評価できなかった場合をＮＡと評価した。
【００３０】
［実施例１～５、比較例１～５］
　上記のようにして調製した加熱硬化性シリコーンゴム組成物と加熱硬化性フッ素ゴム組
成物からなるゴム積層体について、シリコーンゴム層とフッ素ゴム層の接着性を初期と熱
老化後について調べた。結果は表１にまとめた。
【００３１】
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【表１】

【００３２】
　以下に表１中の語句を説明する。
成分（Ａ）
成分（Ａ１）
オルガノポリシロキサンａ１：重合度約５，０００の分子鎖両末端ビニルジメチルシリル
基封鎖ジメチルポリシロキサン生ゴム
成分（Ａ２）
オルガノポリシロキサンａ２：重合度約４，０００の分子鎖両末端水酸基封鎖ジメチルポ
リシロキサン・メチルビニルシロキサン共重合体生ゴム（ビニル基含有量１．４５質量％
）
オルガノポリシロキサンａ３：重合度約５，０００の分子鎖両末端ジメチルビニルシリル
基封鎖ジメチルポリシロキサン・メチルビニルシロキサン共重合体生ゴム（ビニル基含有
量０．７２質量％）
オルガノポリシロキサンａ４：重合度約５，０００の分子鎖両末端ジメチルビニルシリル
基封鎖ジメチルポリシロキサン・メチルビニルシロキサン共重合体生ゴム（ビニル基含有
量０．０７質量％）
【００３３】
成分（Ｂ）
シリカｂ１：比表面積２００ｍ２／ｇの乾式シリカ
シリカｂ２：オクタメチルシクロテトラシロキサンにより表面疎水化処理された比表面積
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１６０ｍ２／ｇの表面処理乾式シリカ
【００３４】
成分（Ｃ）
オルガノハイドロジェンポリシロキサンＣ１：平均分子式がＭｅ３ＳｉＯ（Ｍｅ２ＳｉＯ
）12（ＭｅＨＳｉＯ）15ＳｉＭｅ３（式中、Ｍｅはメチル基を示す）で示される２５℃に
おける粘度が１５ｍＰａ・ｓのジメチルシロキサン・メチルハイドロジェンシロキサン共
重合体
成分（Ｄ）
ジクミルパーオキサイド。硬化剤である有機過酸化物として配合。
その他の成分
分子鎖両末端水酸基封鎖ジメチルポリシロキサン：２５℃における粘度が４０ｍＰａ・ｓ
の分子鎖両末端水酸基封鎖ジメチルポリシロキサン。（Ｂ）シリカの処理剤として配合。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明のゴム積層体は、フッ素ゴム層とシリコーンゴム層との接着性に優れ、耐熱性・
耐油性・耐燃料油性・耐ＬＬＣ性・耐スチーム性、耐候性にも優れる。このことから、例
えば、自動車用途（エンジン本体、主運動系、動弁系、潤滑・冷却系、燃料系、吸気・排
気系部品用途；シャーシ・駆動系のトランスミッション系、ステアリング系、ブレーキ系
部品用途；電装品の基本電装部品、制御系電装部品、装備電装部品用途）のガスケットや
非接触型および接触型のパッキン、ベローズ等のシール材；バルブ、ダイヤフラム；燃料
油用ホース、オイルホース、ガス用ホース、ブレーキ油用ホース、スチーム用ホース、耐
薬品用ホースなどのホース、チューブ；電線などに好適に使用できる。その他にも、本発
明の積層体は、化学プラント機器、食品プラント機器および食品機器、原子力プラント機
器、一般工業部品、また自動車以外の、船舶、航空機などの車両用部品として好適である
。
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